
市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、4
月
19
日（
金
）ま
で
に
各
支
店
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。分
析
結
果
は
5
月
中
旬
頃
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

g

ブ
ロ
ッコ
リ
ー （
春
ど
り
）

ハ
ク
サ
イ （
春
ど
り
）

キ
ャ
ベ
ツ

新
シ
ョ
ウ
ガ
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29
昭和の日 国民の休日

※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通

算
使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬

は
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

　
水
稲
栽
培
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

育
苗
手
順
を
確
認
し
て
、
準
備
し
ま
し
ょ
う
。 

●
種
も
み
の
準
備

　

種
も
み
は
10
a
あ
た
り
３
〜
４
㎏
準
備
し
ま

す
。
枝
梗
が
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
塩
水
選
や

播
種
の
精
度
、
能
率
が
低
下
す
る
の
で
あ
ら
か

じ
め
脱
芒
し
て
く
だ
さ
い
。

●
塩
水
選

　

稔
実
の
良
い
、
無
菌
の
種
も
み
を
得
る
た
め

に
実
施
す
る
重
要
な
作
業
で
す
。

　

比
重
液
は
食
塩
や
硫
安
を
使
っ
て
作
り
ま

す
。
下
図
を
参
考
に
し
、
浮
い
た
種
子
を
除
去

し
、
沈
ん
だ
も
の
だ
け
を
選
別
し
ま
す
。
選
別

し
た
種
子
は
、
流
水
で
洗
っ
て
塩
分
を
十
分
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

●
種
子
消
毒

　

育
苗
中
は
、
病
害
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
細
菌
や
カ
ビ
対
策
と
し
て
種
子
を

消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ば
か
苗
病
・
褐
条
病
・
も
み
枯
細
菌
病
・
イ

ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ

・
モ
ミ
ガ
ー
ド
Ｃ
（
水
）　

200
倍

・
ス
ミ
チ
オ
ン
（
乳
）　

1000
倍

　

２
種
類
を
加
用
し
、
24
時
間
浸
漬
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
半
日
〜
１
日
風
乾
し
て
か
ら

浸
種
・
催
芽
作
業
に
入
り
ま
す
。

　

イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
種
子
消
毒
を
十
分
に
行
い
、
対

策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

水
　
稲

5
 こどもの日

塩　水　選

塩類添加量（水10ℓあたり）

生卵による比重の見わけ方

種もみの準備
塩水選 稔実の良い

もみを選ぶ）（

参　  　　　考

種　類
うる ち
も 　 ち

比　重
1.13
1.08

食　塩
2.00kg
1.22kg

硫　安
2.56kg
1.50kg

※塩水選後は十分水洗いしてください。

1.10 1.13

1.0 1.08

イネシンガレセンチュウ

●
浸
種
・
催
芽

　

浸
種
・
催
芽
は
水
稲
栽
培
で
最
初
に
失
敗
す

る
可
能
性
が
あ
る
作
業
で
す
。
浸
種
時
間
が
短

い
と
（
積
算
水
温
100
℃
未
満
）
発
芽
揃
い
が
悪

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
の
入
れ
替
え
を
怠
る

と
酸
欠
を
起
こ
し
ま
す
。
催
芽
が
不
揃
い
に
な

っ
た
り
、
腐
敗
す
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
み
全
体
の
80
%
が
ハ
ト
胸
状
態
に
な
っ
た

ら
、
水
か
ら
出
し
て
陰
干
し
し
ま
す
。

 
ポ
イ
ン
ト

①
水
の
交
換
の
目
安
は
、
浸
種
３
日
後
の
朝
か

ら
で
す
。
２
〜
３
日
に
１
回
程
度
入
れ
替
え

ま
し
ょ
う
。

②
播
種
の
前
日
に
水
か
ら
上
げ
て
、
水
き
り
を

し
ま
し
ょ
う
。

③
芽
が
伸
び
す
ぎ
る
と
播
種
時
に
折
れ
る
の

で
、
１
㎜
程
度
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
播
種

　

播
種
前
に
床
土
（
約
２
㎏
）
を
均
一
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
箱
は
10
ａ
あ
た
り
20
枚
程
度
必

要
で
す
。

　

播
種
は
、
床
土
に
十
分
灌
水
し
た
後
に
行
い

ま
す
。
播
種
量
は
、
催
芽
も
み
で
180
ｇ
／
箱
、

厚
播
き
す
る
と
軟
弱
徒
長
苗
や
病
害
が
出
や
す

く
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

播
種
後
は
、
種
も
み
が
見
え
な
く
な
る
程
度

（
約
１
㎏
）
の
覆
土
を
し
ま
す
。
覆
土
の
上
か

ら
の
灌
水
は
カ
ビ
の
原
因
と
な
る
た
め
、
絶
対

に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

育
苗
箱
の
目
が
粗
く
、
田
植
時
に
根
が
絡
ま

っ
て
育
苗
箱
か
ら
取
り
出
す
の
が
大
変
な
場
合

は
、
ク
ラ
パ
ピ
ー
な
ど
の
防
根
シ
ー
ト
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

＊
田
植
時
に
は
必
ず
防
根
シ
ー
ト
を
は
ず
し
て

く
だ
さ
い
。

●
育
苗

　

育
苗
中
に
カ
ビ
が
発
生
し
た
場
合
は

・
タ
チ
ガ
レ
ン
（
液
）　

500
倍

ま
た
は

・
ダ
コ
ニ
ー
ル
1000　

1000
倍

を
育
苗
箱
１
箱
あ
た
り
500 

ml
散
布
し
て
く
だ
さ

い
。

　
気
温
が
高
く
な
る
の
で
、
裂
球
と
病
害
虫
の

発
生
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
穫
の
終
わ
っ
た
圃
場
は
早
め
に
す
き
こ
み

ま
し
ょ
う
。

●
追
肥

※

石
井
中
早
生
・
Ｙ
Ｒ
春
空

▽
結
球
開
始
期

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
333
（
100
㎏
／
10
ａ
）

ま
た
は

 

・
ア
ヅ
マ
ッ
プ
545
（
80
㎏
／
10
ａ
）

●
病
害
虫
防
除

※

石
井
中
早
生
・
Ｙ
Ｒ
春
空

・
ア
ク
セ
ル
（
フ
）　

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

　
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
芯
の
上
が
り
も
早
く

な
る
た
め
、
適
期
収
穫
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月
上
旬
（
ト
ン
ネ
ル
栽
培
）

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
顆
）　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
コ
ル
ト
（
顆
）　

4000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

・
バ
リ
ダ
シ
ン
（
液
）
５　

500
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

▽
４
月
中
旬
（
パ
オ
パ
オ
掛
け
栽
培
）

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
顆
）　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ラ
ン
マ
ン
（
フ
）　

2000
倍
〔
３
日
／
４
回
〕

◎
石
灰
欠
乏
症
（
ア
ン
コ
）
対
策

・
パ
フ
ォ
ー
ム
Ca　

500
倍

　

結
球
開
始
期
ま
で
に
適
宜
散
布
し
ま
し
ょ

う
。
農
薬
散
布
と
同
時
に
使
用
で
き
ま
す
。

●
灌
水

　

乾
燥
す
る
と
外
葉
の
発
達
が
抑
え
ら
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
ホ
ウ
素
お
よ
び
石
灰
欠
乏
症
の

発
生
が
心
配
さ
れ
る
た
め
通
路
灌
水
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
追
肥
　※

春
さ
か
り
・
黄
楽
70

▽
被
覆
資
材
（
パ
オ
パ
オ
）
除
去
後

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
333
（
60
㎏
／
10
ａ
）

　
春
は
花
蕾
の
肥
大
が
早
い
の
で
、
と
り
遅
れ

の
な
い
よ
う
に
締
ま
り
の
良
い
花
蕾
を
収
穫
し

ま
す
。
品
質
を
保
つ
た
め
、
で
き
る
だ
け
涼
し

い
時
間
帯
に
収
穫
し
て
、
低
温
で
管
理
し
ま
し

ょ
う
。

●
追
肥
　※

ピ
ク
セ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト

▽
花
蕾
発
現
期

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
333
（
80
㎏
／
10
ａ
）

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月
中
旬

・
ア
デ
ィ
オ
ン
（
乳
）　

2000
倍
〔
３
日
／
５
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

1500
倍
〔
14
日
／
１
回
〕

●
追
肥

　

根
の
発
達
を
促
進
す
る
た
め
、
追
肥
を
中
心

と
し
た
肥
培
管
理
が
適
し
て
い
ま
す
。

　

１
次
茎
の
葉
数
が
５
〜
６
枚
頃
に
第
１
回
目

の
追
肥
を
行
い
ま
す
。
以
降
、
収
穫
期
ま
で
１

カ
月
ご
と
に
行
い
ま
す
。

●
土
寄
せ

　

追
肥
作
業
と
同
時
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
肥

料
の
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
新
し
く
発
生

す
る
塊
茎
の
緑
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

株
元
に
土
を
か
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

・
パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ
（
溶
）　

1500
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

◎
紋
枯
病

・
バ
リ
ダ
シ
ン
（
液
）　

800
倍
〔
14
日
／
４
回
〕

◎
根
茎
腐
敗
病

　

発
生
し
た
株
は
す
み
や
か
に
抜
き
取
り
、
薬

剤
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ラ
ン
マ
ン
（
フ
）　

500
倍
〜
1000
倍
（
３
ℓ
／

㎡
）
〔
30
日
／
３
回
〕*

土
壌
灌
注

・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
粒
）
18
㎏
／
10
ａ
〔
30
日

／
３
回
〕*

生
育
期
土
壌
表
面
散
布

　
開
花
か
ら
収
穫
ま
で
の
日
数
は
、
約
15
〜
20

日
で
す
。
た
く
さ
ん
実
が
つ
い
た
場
合
は
、
早

め
に
収
穫
し
、
株
の
疲
労
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切

で
す
。
収
穫
が
遅
れ
た
実
は
皮
が
硬
く
な
り
、

色
も
悪
く
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

●
病
害
虫
防
除

◎
灰
色
カ
ビ
病
・
菌
核
病

　

高
温
多
湿
で
発
生
が
多
く
な
る
の
で
薬
剤
を

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ロ
ブ
ラ
ー
ル
（
水
）　

1000
〜
1500
倍
〔
前
日
／

４
回
〕

◎
う
ど
ん
こ
病

　

完
全
防
除
が
し
に
く
い
の
で
、
初
期
に
薬
剤

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ト
リ
フ
ミ
ン
（
水
）　

3000
〜
5000
倍
〔
前
日
／

５
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ　

2000
〜
4000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト
（
顆
）　

4000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

●
追
肥

　

通
路
を
溝
切
り
し
て
ぼ
か
し
肥
料
な
ど
を
施

す
場
合
は
、
４
月
末
ま
で
に
終
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
よ
り
遅
れ
る
と
根
を
傷
め
ま
す
。
液

肥
に
よ
る
追
肥
は
、
樹
勢
に
応
じ
て
加
減
し
、

月
２
〜
３
回
（
１
回
あ
た
り
、
窒
素
成
分
で
１

〜
２
㎏
／
1000
本
）
を
基
準
に
し
て
く
だ
さ
い
。

樹
勢
が
落
ち
た
ら
、
薄
い
液
肥
を
混
ぜ
て
少
量

灌
水
に
し
、
芽
の
出
方
を
確
認
し
た
上
で
追
肥

し
て
く
だ
さ
い
。

●
灌
水

　

活
着
ま
で
は
株
元
灌
水
（
手
灌
水
）
と
し
、

活
着
後
は
灌
水
パ
イ
プ
で
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。

生
育
が
進
む
に
つ
れ
て
水
分
要
求
量
が
増
す
の

で
、
灌
水
パ
イ
プ
と
併
せ
て
畝
間
灌
水
を
し
て

乾
燥
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
加
温
栽
培

　

４
月
に
入
る
と
気
温
の
上
昇
や
太
陽
光
線
の

強
ま
り
で
収
穫
量
が
増
加
し
て
き
ま
す
。

　

果
実
の
収
穫
適
期
は
長
さ
5.5
〜
６
㎝
く
ら
い

で
す
。
果
実
が
長
く
太
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ピ
ー
マ
ン

シ
シ
ト
ウ

6
振替休日

3
憲法記念日即位の日 国民の休日

4
みどりの日

1 2

0809



ミ
カ
ン

青
ネ
ギ

カ
キ

モ
モ

ニ
ン
ジ
ン

ウ
メ

●
無
加
温
栽
培

　

定
植
時
に
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
１
（
粒
）
１
〜
２

ｇ
／
株
を
散
布
し
て
い
な
い
場
合
は
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
類
の
防
除
の
た
め

・
チ
ェ
ス
（
顆
）　

5000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
植
（
ト
ン
ネ
ル
栽
培
）

　

本
葉
５
〜
６
枚
の
開
花
し
た
苗
を
植
え
ま

す
。
ト
ウ
ガ
ン
は
、
高
温
・
乾
燥
に
強
く
、
低

温
・
多
湿
に
は
弱
い
性
質
を
も
ち
ま
す
。
畑
の

準
備
（
畝
立
て
や
マ
ル
チ
）
は
早
め
に
行
い
、

排
水
の
改
善
や
地
温
を
上
げ
て
お
く
準
備
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定
植
時
に
ホ
ッ
ト
キ
ャ
ッ

プ
で
保
温
す
る
と
、
初
期
生
育
を
早
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
活
着
後
４
月
中
下
旬

ま
で
は
夜
間
の
保
温
に
努
め
る
と
と
も
に
、
日

中
30
℃
以
上
の
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
に
十
分

換
気
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
人
工
授
粉
・
ト
ン
ネ
ル
の
除
去

　

気
温
が
低
く
ハ
チ
の
飛
来
が
少
な
い
た
め
、

早
朝
に
人
工
授
粉
を
行
い
、
確
実
に
着
果
さ
せ

ま
す
。

　

４
月
下
旬
、
気
温
が
安
定
し
た
ら
ト
ン
ネ
ル

を
は
ず
し
ま
す
。

　

４
月
に
な
り
徐
々
に
暖
か
く
な
る
と
、
病
気

の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

◎
さ
び
病

ト
ウ
ガ
ン

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
（
水
）　

600
倍
〔
14
日
／

３
回
〕

ま
た
は

・
ア
ミ
ス
タ
ー
20
（
フ
）　

2000
倍　

〔
３
日
／
４

回
〕

◎
ベ
ト
病
・
白
色
疫
病

　

予
防
的
に
早
め
に
薬
剤
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
（
水
）
　

600
倍
〔
14
日
／
３

回
〕

　

播
種
後
か
ら
生
育
前
半
に
か
け
て
、
土
壌
を

過
乾
燥
に
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

●
間
引
き
・
追
肥

　

本
葉
３
〜
４
枚
の
時
期
に
間
引
き
し
、
そ
の

後
は
遅
れ
な
い
よ
う
追
肥
を
し
て
く
だ
さ
い
。

施
肥
量
は
収
穫
期
に
近
づ
い
て
葉
の
生
育
が
に

ぶ
り
、
少
し
は
色
が
落
ち
る
程
度
に
す
る
こ
と

が
品
質
を
良
く
す
る
方
法
で
す
。

　

ま
た
、
乾
燥
が
続
い
て
葉
と
根
の
バ
ラ
ン
ス

が
く
ず
れ
、
急
に
し
お
れ
る
よ
う
な
場
合
は
灌

水
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
抽
苔
の
発
生

　

ニ
ン
ジ
ン
は
、
本
葉
８
枚
の
頃
に
10
℃
以
下

の
低
温
に
あ
う
こ
と
で
花
芽
を
作
り
、
そ
の
後

の
長
日
・
高
温
（
10
〜
25
℃
）
で
抽
苔
し
ま
す
。

天
候
を
み
て
、
被
覆
物
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

●
裂
根
の
発
生

　

本
葉
４
〜
５
枚
の
頃
に
乾
燥
・
低
温
に
あ
た

り
、
生
育
後
半
に
温
暖
・
多
雨
の
場
合
、
急
激

に
根
部
が
肥
大
す
る
こ
と
で
発
生
が
多
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
収
穫
の
遅
れ
も
発
生
要
因
と
な

る
た
め
、
適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
黒
葉
枯
病
、
黒
斑
病

　

雨
天
が
続
き
、
生
育
が
落
ち
た
と
き
に
多
発

し
ま
す
。
初
期
防
除
が
重
要
で
す
。

・
ポ
リ
オ
キ
シ
ン
Ａ
Ｌ
（
水
）　

500
倍
〔
７
日

／
５
回
〕

ま
た
は

・
ベ
ル
ク
ー
ト
（
フ
）　

1000
倍
〔
14
日
／
５
回
〕

　

春
栽
培
は
、
天
候
に
よ
り
生
育
ス
ピ
ー
ド
が

変
わ
る
た
め
生
育
に
応
じ
て
収
穫
時
期
を
調
整

し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
黒
斑
細
菌
病

　

温
暖
多
雨
の
気
候
で
発
生
し
、
土
壌
伝
染
・

空
気
伝
染
に
よ
り
被
害
が
拡
大
し
ま
す
。
春
作

で
は
発
病
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
た
め
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
予
防

・
カ
セ
ッ
ト
（
水
）　

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

▽
発
生
初
期

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

◎
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ

　

成
虫
は
葉
を
食
害
し
、
地
際
部
ま
た
は
土
壌

中
に
産
卵
し
ま
す
。
幼
虫
は
根
部
表
面
を
食
害

し
、
１
㎜
の
小
さ
な
穴
を
点
々
と
あ
け
、
被
害

が
ひ
ど
い
も
の
は
、
一
面
ミ
ミ
ズ
が
走
っ
た
よ

う
な
サ
メ
肌
状
と
な
り
ま
す
。

◎
タ
ネ
バ
エ

　

地
際
部
ま
た
は
土
壌
中
で
生
ま
れ
た
幼
虫

は
、
根
部
に
１
〜
５
㎜
の
穴
を
あ
け
、
根
の
表

ダ
イ
コ
ン

面
に
対
し
て
直
角
に
内
部
に
侵
入
し
ま
す
。

　

産
卵
に
は
土
壌
水
分
が
重
要
で
、
畑
の
耕
起

後
や
降
雨
後
な
ど
の
湿
り
気
の
あ
る
状
態
が
適

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
薬
剤
の
土
壌
混
和

や
降
雨
後
の
薬
剤
散
布
に
よ
り
防
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

▽
播
種
時
（
全
面
土
壌
混
和
１
回
）

・
フ
ォ
ー
ス
粒
剤　

６
〜
９
㎏
／
10
ａ

▽
被
覆
資
材
除
去
後
ま
た
は
間
引
き
後

・
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン（
粒
５
）　

６
㎏
／
10
ａ

〔
21
日
／
１
回
〕

▽
生
育
期

・
エ
ル
サ
ン
（
乳
）　

1000
〜
2000
倍
〔
30
日
／
２

回
〕

・
モ
ス
ピ
ラ
ン
（
顆
）　

2000
倍
〔
14
日
／
１

回
〕

　

４
月
に
は
新
芽
が
開
き
、
果
実
も
急
激
に
大

き
く
な
る
と
と
も
に
生
理
落
果
の
時
期
と
な
り

ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月
上
旬
（
幼
果
期
）

◎
か
い
よ
う
病

　

特
に
風
あ
た
り
の
強
い
園
地
で
多
く
発
生
し
、

山
間
地
で
霧
の
発
生
し
や
す
い
と
こ
ろ
や
低
温
で

水
は
け
が
悪
い
と
こ
ろ
で
も
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
防
風
垣
を
設
置
し
て
発
生
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。
毎
年
発
生
が
見
ら
れ
る
園
地
で
は
、
落
弁

期
か
ら
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　

1500
倍
〔
21
日
／
４
回
〕

◎
黒
星
病

　

４
〜
５
月
に
か
け
て
雨
の
多
い
年
に
発
生
が

多
く
、
特
に
低
温
多
湿
地
や
通
風
の
悪
い
園
地

は
発
病
し
や
す
い
た
め
、
排
水
・
通
風
を
良
く

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
防
除
時
期
は
、
肥
大

初
期
（
４
月
上
旬
）
と
小
豆
粒
大
期
（
４
月
中

旬
）
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
ス
コ
ア
（
顆
）　

3000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

▽
４
月
下
旬
（
果
実
肥
大
期
）

◎
か
い
よ
う
病

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　

1500
倍
〔
21
日
／
４
回
〕

◎
黒
星
病

・
ス
ト
ロ
ビ
ー
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
７
日
／
３
回
〕

◎
ケ
ム
シ
類

・
マ
ブ
リ
ッ
ク
（
水
）　

4000
倍
〔
21
日
／
２

回
〕

●
実
肥

▽
４
月
下
旬

　

生
理
落
果
終
了
時
か
ら
結
実
時
に
、
果
実
肥

大
と
新
葉
の
生
育
促
進
の
た
め
実
肥
を
施
用
し

ま
す
。

・
Ｌ
化
成
488
（
40
㎏
／
10
ａ
）

●
灌
水

　

晴
天
が
１
週
間
以
上
続
き
、
土
壌
が
乾
燥
し

た
場
合
、
１
樹
あ
た
り
100
ℓ
程
度
灌
水
し
て
く

だ
さ
い
。

　

今
月
は
、
開
花
も
満
開
期
を
迎
え
、
摘
果
の

時
期
と
な
り
ま
す
。

●
摘
果

　

果
実
肥
大
に
差
が
見
ら
れ
る
、
満
開
後
40
日

頃
か
ら
開
始
し
、
硬
核
期
が
始
ま
る
満
開
後
50

日
頃
ま
で
に
は
終
了
し
ま
す
。
樹
全
体
で
は
１

〜
２
割
増
し
と
し
ま
す
が
、
樹
勢
・
品
種
・
剪

定
程
度
・
地
力
に
よ
っ
て
加
減
し
、
生
理
落
果

の
多
い
品
種
で
は
２
〜
３
割
多
く
し
ま
す
。
な

お
、
日
川
白
鳳
な
ど
の
早
生
品
種
は
果
実
が
小

さ
い
の
で
早
め
の
着
果
制
限
が
必
要
で
す
。
硬

核
期
前
の
仕
上
げ
摘
果
を
重
視
し
ま
し
ょ
う
。

●
結
果
枝
へ
の
な
ら
せ
方

　

結
果
枝
へ
の
着
果
は
、
短
果
枝
は
先
端
部

に
、
中
・
長
果
枝
は
中
央
部
を
中
心
に
な
ら
せ

ま
す
。

　

着
果
位
置
と
果
実
品
質
と
の
関
係
を
み
る

と
、
い
ず
れ
も
先
端
に
着
果
さ
せ
た
果
実
が
大

き
く
、
糖
度
も
高
い
で
す
。
し
か
し
、
中
・
長

果
枝
で
は
核
割
れ
果
や
軟
肉
果
の
発
生
が
多

く
、
果
実
の
大
き
さ
に
も
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
葉
の
あ
る
部
位
の
果
実
の
品
質

が
す
ぐ
れ
て
い
る
の
で
、
短
果
枝
で
は
枝
ず
れ

な
ど
が
起
き
に
く
い
先
端
部
に
、
中
・
長
果
枝

で
は
果
実
品
質
の
ぶ
れ
が
少
な
い
中
間
部
を
中

心
に
着
果
さ
せ
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月
上
旬
（
満
開
直
後
）

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　

1500
倍
〔
21
日
／
５
回
〕

◎
黒
星
、
灰
星
病

・
ト
リ
フ
ミ
ン（
水
）　

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類

・
ス
タ
ー
ク
ル（
顆
）　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

▽
４
月
下
旬
（
新
梢
伸
長
期
）

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　

1500
倍
〔
21
日
／
５
回
〕

◎
黒
星
、
灰
星
病

・
ス
ト
ロ
ビ
ー
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

・
ス
プ
ラ
サ
イ
ド（
水
）　

1500
倍
〔
21
日
／
２

回
〕

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月
中
旬　

※

刀
根
早
生

◎
フ
ジ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
・
カ
キ
ノ
ヘ
タ
ム

シ
ガ

　

越
冬
し
た
害
虫
は
、
結
果
母
枝
先
端
の
芽
や

葉
柄
に
集
ま
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。

・
ト
ク
チ
オ
ン
（
水
）　

800
倍
〔
75
日
／
２

回
〕

◎
う
ど
ん
こ
病

　

病
原
菌
は
枝
や
樹
皮
表
面
に
付
着
し
て
越
冬

し
、
新
梢
の
葉
に
感
染
・
発
病
し
ま
す
。

・
サ
ル
フ
ァ
ー
ゾ
ル　

500
倍
〔
制
限
な
し
〕

●
摘
蕾
作
業

▽
４
月
下
旬

　

カ
キ
は
養
分
吸
収
を
開
始
す
る
時
期
が
遅

く
、
発
芽
か
ら
開
花
期
ま
で
に
必
要
と
す
る
養

分
は
ほ
と
ん
ど
前
年
に
蓄
え
ら
れ
た
貯
蔵
養
分

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
す
蕾
は

１
結
果
枝
に
１
蕾
が
基
本
で
す
。
ヘ
タ
４
枚
が

揃
い
充
実
し
た
傷
の
な
い
大
き
い
蕾
で
、
結
果

枝
中
部
の
下
向
き
か
横
向
き
の
蕾
を
残
し
ま

す
。
下
向
き
の
結
果
枝
や
新
葉
が
５
枚
以
下
の

弱
い
枝
は
全
て
摘
蕾
し
ま
し
ょ
う
。
遅
れ
花

も
、
品
質
が
良
く
な
い
た
め
全
て
除
去
し
ま
し

ょ
う
。

　

４
月
に
な
る
と
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
病
害

虫
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
適
宜
防
除
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。
雨
、
風
に
よ
っ
て
伝
染
す
る

「
そ
う
か
病
」
「
か
い
よ
う
病
」
な
ど
の
発
生

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月
上
・
中
旬

　

４
〜
５
月
頃
に
雨
が
降
り
続
い
て
比
較
的
低

温
の
年
は
、
日
照
不
足
に
よ
り
い
つ
ま
で
も
葉

が
軟
弱
で
病
気
に
侵
さ
れ
や
す
い
状
態
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
病
原
菌
の
活
動
も
盛
ん
な
時
期

で
す
。
病
原
菌
は
風
や
雨
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、

葉
や
果
実
の
上
で
発
芽
し
被
害
が
拡
大
す
る
た

め
薬
剤
防
除
が
必
要
で
す
。
新
芽
が
わ
ず
か
に

伸
び
た
頃
が
防
除
適
期
で
す
。

◎
そ
う
か
病

・
デ
ラ
ン
（
フ
）　

1000
倍
〔
30
日
／
３
回
〕

◎
か
い
よ
う
病

・
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ　

80
倍
〔
制
限
な
し
〕

・
ク
レ
フ
ノ
ン　

200
倍
（
加
用
）

●
摘
蕾

　

樹
勢
が
弱
く
、
ベ
タ
花
に
な
り
や
す
い
ゆ
ら

早
生
な
ど
で
は
、
発
育
枝
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い

た
め
、
放
置
す
る
と
枯
れ
こ
み
や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
主
枝
先
端
部
を
摘
蕾
し
、
5

月
芽
を
発
生
さ
せ
樹
勢
回
復
を
図
っ
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。
作
業
は
、
蕾
が
大
き
く
な
っ

て
開
花
始
め
ま
で
の
10
日
間
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

4月のアナタの運勢
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　生産緑地制度は、市街化区域内において次の条件に合致する農地を指定することによって、公共空地を含めた
緑地の適正な保全を図り、良好な都市環境の形成に資することを目的としています。

詳しくは、 【和歌山市役所まちなみ景観課　☎435－1082】 までお問い合わせください。

生産緑地地区の指定を受けるには、次の条件をすべて満たしていることが必要です。
○面積要件
　・一団の農地の面積が500㎡以上であること。
○接道要件
　・建築基準法第42条第1項各号の道路（同条第2項の要件を満たすみなし道路も含む）
　・国、県、市が管理する道路（農道など）
　　これらいずれかの道路に農地が４ｍ以上接していること。
　※和歌山市立地適正化計画の居住誘導区域及び都市機能誘導区域外の農地については、接道は不要。
○営農継続要件
　・主たる従事者の年齢が60歳未満であること、もしくは60歳未満の後継者を指名すること。
　・主たる従事者の経営耕地面積が3000㎡以上、もしくは主たる従事者の直近３年間における
　　農業収入額の平均が50万円以上であること。

　生産緑地地区の指定を受けようとする場合は、必ず審査申込期間内に和歌山市役所まちなみ景観課（市役所本庁舎９階）
までお越しください。

　◇申込期間　：　2019年5月7日（火）～5月31日（金）（土、日、祝日は除く）
　　　　　　　　  8時30分～17時15分
　◇必要書類　：　①生産緑地地区指定審査申込書（まちなみ景観課の窓口に備え付けています）
　　　　　　　　  ②固定資産税納税通知書

●肥料（元肥）…ウシユーキ（４～５握り）・油粕（大さじ
　３杯）・オリザ44号（大さじ３杯）

●アブラムシ
→アディオン乳剤（希釈2000～3000倍）〔収穫前日まで
3回以内〕

畑の準備（元肥入れ）1

マルチ張り・植えつけ2

支柱立て・誘引3

整枝・摘葉4

害虫防除6

追肥5

　品種によっては、花梗に
とげがあるので注意して収
穫しましょう。樹勢が衰え
てきたら思い切って若採り
し、回復を図りましょう。

　発生を確認したら葉の表裏にしっかりと散布を行い
ましょう。

収穫7

更新剪定8

　植えつけの15～
20日前に幅30cm、
深さ20cm程度の
溝を掘って元肥を
入れ、その上に土
を盛り上げ畝を作
ります。

　畑が乾いていたらしっかりとかん水し、雑草の抑制
と地温の上昇のためにマルチを張ります。植えつけ位
置には×印に切れ目を入れましょう。
　植えつけは、苗床でかん水をしてか
ら根鉢を崩さないようにていねいに
ポットから取り外し、晴れた暖かい日
に行いましょう。植えつ
けたら株元に土をか
け、マルチの穴を塞ぎ
ます。

　ナスは、伸びてくる
と折れやすくなるので
支柱を斜めに立て、茎
を誘引します。
　草丈が30cm～40cm
になったら交差させる
ように支柱を立てま
しょう。

※番号 =解説の作業時期をあらわしています。

上 中 下

8月
上 中 下

7月
上 中 下

6月
上 中 下

5月
上 中 下

4月
上 中 下

9月
上 中 下

10月

7 7

8 8

21 3 4
5 5

6 6

苗の必要量
２株

準備から収穫までの目安
約 6ヶ月

肥料・農薬単位
畝 80cm×100cm当たり

　１番花のすぐ下と、その下の勢いのある側枝を伸ば
します。
　葉が混み合ってきたら老葉を取りのぞいて風通しを
良くし、果実に日を当てるようにしましょう。

イラスト／『家の光』2014 年 5月号「家庭園芸」から

（１回目：1株当たり）
●肥料…オリザ44号
　（大さじ１杯）
　植えつけ20日後、株元
から約10cm離れた所の
フィルムに穴をあけ、肥
料を施します。

時期：7月下旬～8月
　成り疲れしてきたら枝を大きく
切り戻し、肥料を与えて病害虫防
除を行い、樹勢の回復を行います。

●肥料（1株当たり）…
　ウシユーキ（７～８握り）・
　オリザ44号（大さじ5杯）
　株の周囲約30cmを鍬やス
コップで深く耕しながら肥
料を施します。

（2回目以降：1株当たり）
●肥料…油粕（大さじ2杯）・
　オリザ44号（大さじ2杯）
　１回目の追肥から2週間
程度あとにマルチをめくり、
畝の片側に肥料を施します。
その後は２～３週間ごとに
栄養状態を見ながら施しま
しょう。

園主

農園

年間利用料

面積

鳴神ファーム
（和歌山市鳴神５０５－４）

太田ファーム
（和歌山市新中島５８－１）

梅原ファーム
（和歌山市梅原２９８－１）

堀　禎宏さん 太田　政文さん 貴志　正幸さん

３６，３００円／１区画 ４０，０００円／１区画

２０㎡／１区画

お問い合わせは　営農生活部　☎４７３－９４０２　まで

農業体験農園利用希望者募集中！
　園主さんに栽培管理を教わりながら、１年を通してさまざまなおいしい野菜を育
てて収穫することができます。
　作付けの計画や必要な肥料・苗・農機具は園主さんが準備しますので、農業の知
識がない方でも気軽に始めることができます。家族での農業体験や趣味としての利
用にもオススメです。

生産緑地地区の指定について

対象農地など

（１）生産緑地地区に指定された農地は、翌年度から固定資産税・都市計画税が見直されます。
（２）生産緑地地区を30年間良好に管理する責務が生じます。
（３）生産緑地地区に指定された農地は、農地転用や建築が法律により制限されます。
（４）生産緑地地区内には標識が設置されます。

生産緑地地区に指定されると

畑の準備（元肥入れ）11

nasu

ナス

1213 ●コゴミ
●あれこれ考え過ぎてしまう時期です。開き直りの気持ちを大切に。丁寧に水回りを掃除すると、開運します。

健康運 幸運を呼ぶ食べ物●喉のケアをきちんと行うと、好影響大。
全体運牡牛座

4/20 ～5/20 ●モズク
●公私共に活躍の場が広がりそう。やりたいことがあれば、積極的に自己アピールを。にぎやかな場所につきあり。

健康運 幸運を呼ぶ食べ物●軽く体を動かすことで、より健康体に。
全体運牡羊座

3/21～4/19
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